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伊平屋,伊是名諸島の り/ ノヾガ シ群落

新 納 義 馬

QuercusphylZiraeoi(おsCommunityofIheya-IzenaSyoto

YoshimaNIIRO

Stmlmary

ThispapertreatstheQI/er.TUβT,hylliraeoidescommunityinthelheya-Izenashoto,

whichliesnorth-westofOkinawaproper,andissituatedbetweenlatitudes26053/N

and27005/N,andbetweenlongitudes127054′Eand128002′E.

Astheresultoftheinvestigation,twocommunitieshavebeendistinguished:Q/uereuS
phylliraeoides-PylTO.好atin.g･L/acommunityandPL'n･LISI,LLCh,ue77Si8-qLWのLSPhyllil･aem'descomm-

tlnity.

1.Q･uerc,W5Phyllir此01-des-pyrro,Viali77.g,I/acommunity(Table1)(Plate1.2)
ThiscommunitydevelopesinthewindscreenzoneorsteepslopeontheIheya-

Izenashoto.HereitusuallyformsaMag,uitypevegetation.

SubtreelayerisdominatedbyQ,uerclu,5T,hylliraeot'desandherblayerisdominatedby

Pyrro･)･L'alir7lr,ua.

2.P2'mLSl′Ll,Ch/u飢ili8-Q･uerc,uSphylliraeoidescommunity

ThiscommunitydevelopesalongthefootofJijin-yamaoflzena-shima.

Itsstructureandfloristiccompositionisverysimple.Thecrowniscoveredby

onlyPE'n,ELSIJtLCh′Llellpfri.q,butsubtreelayerislacking.

ShrublayerisdominatedbyQ･LLerCltISP7tylliraeoidbsandnextspeciesoccursinthe

herblayer:LiriopeI)lalyP/Lylla,Mllscanlh･uB.q'7WLgJLIp,Dia7Wlla のβ,ifolia,Smflax bradeota,

PsychotrE'aser押野び,Solidago-,ilYa･urea,Lot,/'allteruln.qraeile,Crt･TddiaFlrt,mlauceolat,LIm,Pわly.gala

JaT,07dcaandArisit'datakeoi.

緒 言

り/:メガシ (Q,uerauspllylliraeoidesA,Gray)は日本における硬葉樹林の代表的樹種で,中

国大陸にもみられる.

わが国においては伊豆半島以南特に紀伊半島や瀬戸内海沿岸叉は高知県等の沿海地方に多く

見られ,更に九州を-て沖縄群島の伊平直島と伊是名島にまで分布している.しかし中国大陸

では内陸的で貴州,四川,湖北,福建,広東等にみられ,著 しい隔離分布をしている.

この様なウバメガシの分布域からみれば,伊平屋島と伊是名島はともに分布域の縁辺に位置

しているといえるが,両島には樹冠にウバメガシが優占し,相観上島の他の植生と明らかに類

別できる地域や,低木層にウバメガシが優占している松林等がみられるので,その概略を報告

する.
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調 査 地 の 概 況

伊平屋,伊是名諸島は沖縄本島の北西海上にあって,北緯26053/～27005㌧ 東径127054/-

128002'の間に位置している.琉球列島の地質構造上本部帯 (Motobu-Belt)に属し,島の基

盤は殆んど桂岩よりできている.それで今回報告する植生調査の対象にした地域も桂岩を母岩

にしている地域であり,母岩の風化の程度や地形の差に応じて,群落の発達や拡がりも異って

いるようである.

本諸島の年平均気温は沖縄本島と大差はなく,22oC内外と考えられ,年降雨量は伊是名島

の1年間の統計 (1958)辛,はば同経度に位置している与論島の降雨量 (1578mm.統計年間

1911-1920)から推して,沖縄本島に比較してかなり少く1600mm内外と推定される.

植 物 群 落 の 概 要

1.ウバメガシーヒトツパ群落

(CJr′/(JrcIl･qPFLyllirae()idea-Pyrro,Ciali77.ql//acommunity)(Table1.) (Plate1.2)

此の群落は殆んど母岩の露出した斜面に発達しているが,Tablelに示した地域も同様で伊

是名島の南端に位置して,土地の人は ｢明るい御獄｣と呼び,頂上には小さな ｢お拝所｣があ

る.

海抜およそ65m,海岸に続いている斜面が海抜40m位の所から乳首のように急に盛り上って

一つの峯をなしているが,この峯の全斜面にウバメガシの群落が発達している.

又峯の周囲の緩やかな斜面にはいたる所に母岩が露出しているが,この峯は大きな岩塊の形

で母岩の碇岩が露出し,狭い地域の割に地形の起伏がはなはだしい.

それで土壌の堆積した所は殆んどないので,ウバメガシはこの母岩の裂け目や風化残淳土の

堆積した極く僅かな窪地に根をおろし,地際から分岐して濯木状に生育しているのが多い.

この峯の周囲は殆んどl)ユウキュウマツの群落によって占められているが,ウバメガシの群

落の樹冠は暗緑色をなし,一見して他の植生と違った相観を示しているので,周囲の植生は勿

読,島の他の植生から明らかに識別する事ができる.

群落は組成表の如く,出現種数が少なくウバメガシの純林の感がする..樹冠は殆んどウバメ

ガシによって形成され,遠方からはシイ型森林のような連続した樹冠のように見えるが,実際

には凹凸がありPlate2.Aから解るように,直射 日光の一部は林内にも投射されるようで

ある.

又峯の南東側の一部には旗形木が見られ,斜面の勾配と併せてこの峯に吹きつける主風の方

向が推測される.

峯の南側では土壌の堆積した部分があり,この部分のウバメガシの成長が一番旺盛で,一個

の植生調査区で12本の樹幹が数えられ,その中には胸高直径18cmの樹幹もあるが,それでも

樹高は5m にも足りず,南東側の急斜面の地形ではせいぜい3m 内外で,高木層を欠く階層

構造をしている.

亜高木層は勿論ウノミメガシによって占められ,その他にシャリソバイ,シマタゴ,モッコク

等も出現しているが,それ等が亜高木層で示す被度や出現度は小さい.

低木層においては特に優占する樹木はないが,ギョクシソカ,タイミソタチバナ,クチナシ
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等がかなり高い頻度で出現し,この他にシャリソバイ, Tlベラ,ネズミモチ,ヒメシャシャソ

ポ,シマカナメモチ等が出現している.

林床を形成する草本層も出現種数が非常に少く,単純な景観を示しているが,優占種として

ヒトツノミが各植生調査区に出現し,特徴のある林床をなしている.ヒトソバの外にシラタマカ

ズラ,ヒゲスゲ,ススキ,キキョウラン,ヤブラソ等が出現しているが,何れの種類も一般に

乾燥地に多く出現する種類であり,又林床には落葉が腐敗する事なく枯葉の状態で堆積してお

り,林内はかなり乾燥しているものと考えられる.

これまで述べてきたように,出現種数も少く単純な階層構造をしているが,林床にはウバメ

ガシの稚樹を有し,各植生調査区に出現してくる植物の種類や数も殆んビー足しており,一応

地形的に安定している群落と考えられる.

更に此の群落と同質と考えられる植生が,伊是名島のジジン山 (120m)の肩状部や,伊平

屋島の安波岳 (207m)の南西側の斜面等にも発達している.

尚このウバメガシ-ヒトツ/ミ群落と比較した場合群落の種類組成に幾分相違が見られるが,

ウバメガシ型の樹冠を有する植生が,伊平屋島の北腰岳 (224m)の南東側の斜面に見られ

ち.

北腰岳の南側や南東側の斜面は中腹まで,島の極相林であるシイ林によって被われている

が,中J]如 らゝ山頂にかけて急に傾斜を増し,風衝地特有の潅木林に変っている.この夙衝地の

一部で特こ斜面の勾配が急になり母岩が露出している地形にウノミメガシ型の樹林が発達してい

る.この地形から25m2の植生調査区を3個とる事ができたが,その組成を示すと次のようで

ある.(数字は平均被度を示す)

亜 高 木 層 (樹高4m)

ウノミメガシ 4,シマタゴ 1,シャリソバイ 1,アカチッ 1,ツゲモドキ 十,

低 木 層

7カチッ 十,マル ミポチョウジ 十,ギi'クシソカ 十,シイクヮシャ- 十,ソテ

ツ 十,アデク 十,シマカナメモチ 十,クチナシ 十,タイミンクチバナ 十,サル

カケミカソ 十,サクラツツジ 十,イヌガシ 十,ツゲモドキ 十,ネズミモチ 十,

草 本 層

コゴメスゲ 3,ヨゴレイタチシダ 1, リュウキュウテイカカズラ 十,ササクサ

十,クツロスゲ 十, トキワカモメズル 十,-ダウチチヂミザサ 十,ユウコクラソ

十,ササバサソキライ 十,

亜高木層はり/ミメガシによって優占されているが,低木層や草本層では出現種数もかなり増

え,その種煩も前述の群落と幾分異り,特に林床をなす草本層においては出現種数が多くな

り,種類も遣い全く異った林床型を示している.

林床の出現植物を検討してもかなり林内湿度の高い事が理解できるが,更にこの群落の発達

している斜面を考えると,中腹までシイ林によって被われ,しかも中腹から山頂にかけて濯木

が密生して全斜面がうっ敵されている事になり,前述の地形と比較してかなり高い林内湿度を

有する事が解る.

この様な環境故に前述の群落と違った林床型を示すものと考えられち.
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2.リュウキュウマツーウバメガシ群落

(PL-n,uSluck,LLen-gisIQ･LLereltLSPJ11Jlliraeoiぬ Community)(Table2).

この群落は伊是名島のジジン山の山麓部に発達している.ジジソ山は山麓から頂上にかけて

殆んどリュウキュウマツによって占められてお り,特に山麓から一部中腹にかけて老令林の発

達が見られる.

Table2.Pinusluehue77Sis-Quereusphylliraeoideseomrnunity

Plotnunlber
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低木層にり/ミメガシが発達しているのもこの地域であり,掛こ低地部から斜面の勾配が急に

高くなってくる地形に発達している.

林床には岩塊の形で母岩が露出している所もあるが,殆んど裸の形に風化している.

組成表から解るように亜高木層を欠く階層構造をしている.

高木層は 1)1ウキュウマツのみによって占められている.樹高は10m内外,疎生しているの

で彰敵する事はない.

低木層は出現種数も多く,かなり特徴のある景観を示している.中でもウバメガシの優占度

は高く,この層を特徴づける種規と考えられる.この他にヒメシャシャソポ,タイミソタチバ

ナ,アデク,シマカナメモチ,シバニッケイ,シャ1)ソ/(ィ,モッコク等もかなり高い頻度で

出現し,更にナカ-ラクロキ,コ/ミソモチ･イヌビワ.クチナシ等も出現している.

この様に低木層が発達しているので草本層の発達は余 り良くない.ヤブラン,ススキ,キキ

ョウラン,サツマサンキライ,シラクマカズラ,アキノキリソソウ等が割に高い頻度で出現し

てはいるが,特に林床を特徴づける種揖はみあたらない.この他,ササクサ,ホソバヮダ-/,

ヒメ-辛,オオマツ,;シバ,コゴメスゲ等も出現している.

前述したようにジンソ山は殆んどリュウキュウマツによって被われているが,低木層にウバ

メガシが発達しているのはこの地域だけであり,同質の母岩上に成林していても,母岩の風化

の程度や地形の差により,かなり群落の種額組成に相違が見られる事が解る.

林朱にオオマツバツ/i,ホソバヮダソ,ススキ,キキョラソ等の陽地性の植物が出現してい

る事は,林床にかなりの量の光が注がれ,又磯が多いところから母岩はかなり風化されている

ものと考えられる.更に周囲は浅土地で急な傾斜である事等から,低木層にはウバメガ./が発

達しているものと考えられる.

尚和歌山県,静岡県,高知県叉は屋久島等でもウバメガシ型の松林の成林が見られるが,そ

の種現耕成は生育環境の差によりかなりの相違が見られるようである.

結 語

本諸島の自然植生を代表する群落はシイ型の森林であり,伊平屋島の長軸･:,=沿 って走る北腰

岳,腰岳,第陽山叉は伊是名島の大岳等には事実シイ林の発達が見られる.しかし北腰岳の中

腹で一都突出した峯には東南木屑にウバメガシの優占しているシイ林もあり,これまでの報告

等から推して伊平屋島と伊是名島に見られるウバメガシ型の群落は,分布域の縁辺に位置して

いるといえ,-応地形的に安定している群落と考えられる.
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ExplarLatiorLOfPlates

Plate 1.

A.AneasternslopeofAkarui-utaki

B.Acloseviewofthesamepicture,thecanopyshowsatypicalMaquitype.

C.AtypicalstandofQuercusp九ylliraeoides-pyrrosialinguacommunityintheAkarui-utaki.

Plate 2.

A.QuercusphylliraeoidesgrowingonthemotherrocksintheAkarui-utaki

B.AtypicalstandofQuercusphylliraeoides-pyrrosiali"guacommunityatthesouth-easternslope.

C.PyrrosialirzguagrowingasanundergrowthoftheQuercusforest.
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